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6/22（土）23（日）の２日

にわたり、若柳総合文化セン

ターで第 26 回栗原・登米支

部総合文化祭が行われまし

た。今年は ”WE WILL NOT 

HIDE ANYTHING～ありのまま

自由に表現しよう！”のテー

マの下、各部それぞれ日頃の

成果を発表しました。3 年次

生にとっては最後の発表とい

うこともあり、舞台発表を

行った部の 3 年次生達は熱の

こもった演技で文化祭を盛り

上げました。 
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六
月
二
〇
日
午
後
四
時
三
十
分
か
ら
本

校
一
階
図
書
館
前
Ｆ
Ｌ
Ａ
ス
ペ
ー
ス
で
迫

桜
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
フ
ェ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
文
化
部
の
発
表

の
場
を
増
や
し
た
い
と
の
生
徒
達
の
要
望

で
、
Ｆ
Ｌ
Ａ
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
て
作
品

展
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
合

唱
部
が
本
フ
ェ
ス
初
の
舞
台
に
登
場
し
、

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」
「
打
上
げ
花
火
」

「
夜
空
ノ
ム
コ
ウ
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

生
徒
達
、
先
生
方
か
ら
沢
山
の
拍
手
を
頂

き
ま
し
た
。 

六
月
二
六
日
（
水
）
の
午

後
四
時
か
ら
栗
原
市
立
若
柳

小
学
校
に
お
い
て
、
本
校
英

語
部
員
が
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
訪
問
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
低

学
年
に
は
女
子
部
員
が
、
高

学
年
に
は
男
子
部
員
が
付
い

て
、
カ
ラ
ー
陣
取
り
ゲ
ー
ム

や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
カ
ー
ド

取
り
、
シ
ル
エ
ッ
ト
当
て
ク

イ
ズ
、
神
経
衰
弱
等
の
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。
部
員
達

は
最
初
、
緊
張
し
た
面
持
ち

で
し
た
が
、
自
分
達
が
用
意

し
た
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
や

り
、
大
い
に
喜
ん
で
笑
顔
あ

ふ
れ
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

  

〇登米・栗原支部

総合文化祭 

〇迫桜 mini ﾌｪｽ 

 コンサート 

〇英語部放課後 

児童クラブ訪問 

〇土木系列 

産業見学会 

〇アグリビジネス

系列花壇植栽 

○校内介護技術 

コンテスト 

○行事予定 
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８月の行事予定 

3日(土)  同窓会総会 

4日(日)  ３年次校外進学模試 

8日(木)  ３年次就職希望者登校日  

11日(日)  山の日 

12日(月)  振替休日 

19日(月)  ３年次就職希望者登校日 

21日(水)  ３年次全員登校日 

22日(木)  全校集会 大掃除 

      基礎力診断テスト(1・2年次) 

29日(木)  迫桜祭準備 

30日(金)  迫桜祭(校内発表) 

31日(土)  迫桜祭(一般公開) 

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
で
は
、
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
春
と
秋
の

年
に
二
回
、
若
柳
総
合
支
所
を
は
じ

め
若
柳
警
察
署
、
Ｊ
Ｒ
く
り
こ
ま
高

原
駅
や
東
北
自
動
車
道
若
柳
金
成
イ

ン
タ
ー
な
ど
に
プ
ラ
ン
タ
ー
の
設
置

や
花
壇
へ
の
植
栽
を
行
っ
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
壇
の
植
栽
に

使
用
す
る
ベ
ゴ
ニ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
ど
は
、
二
年

次
「
草
花
」
選
択
生
が
栽
培
管
理
を

行
い
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
設
置
や
植
栽

は
三
年
次
「
総
合
実
習
」
選
択
生
が

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。 

迫
桜
生
が
心
を
込
め
て
植
栽
し
た

綺
麗
な
花
た
ち
。
き
っ
と
み
な
さ
ん

の
心
に
も
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

六
月
六
日
（
木
）
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
を
会
場
に
、
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
主
催
の
Ｅ
Ｅ
東
北
２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 本

校
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系
列
土
木
履
修
生
三
十
名
が
見
学

し
て
き
ま
し
た
。
最
新
の
建
築
技
術
や
防
災
技
術
な
ど
を
直
に
見

て
、
触
れ
て
、
学
ん
で
き
ま
し
た
。 

～
生
徒
の
感
想
～ 

 

Ｅ
Ｅ
東
北
で
感
じ
た
こ
と
は
機
械
化
の
進
歩
の
早
さ
で

す
。
昨
年
に
比
べ
て
も
向
上
し
て
い
る
技
術
も
あ
っ
た
し
、

こ
の
ま
ま
人
間
の
や
る
仕
事
が
減
っ
て
い
っ
て
も
現
場
で
働

き
続
け
ら
れ
る
、
必
要
と
さ
れ
る
人
に
な
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

（
三
年 

松
盛 

沢 

栗
駒
中
出
身
） 

 

去
年
と
は
ま
た
違
う
技
術
を
見
ら
れ
ま
し
た
。
興
味
を
引

か
れ
る
紹
介
を
さ
れ
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
話
を
聞
け
ま
し

た
。
建
築
分
野
を
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
機
会
が

あ
れ
ば
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
見
て
み
た
い
で
す
。 

（
三
年 

奈
須
野 

瑞
希 

志
波
姫
中
出
身
） 

 
 

仕
事
選
び
に
悩
み
そ
う
な
気
が
す
る
ほ
ど
、
ど
の
企
業
も

す
ば
ら
し
く
て
感
動
し
ま
し
た
。
今
後
は
紹
介
す
る
側
と
し

て
日
本
の
土
木
・
建
築
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。 （

三
年 

川
島 

悠
輔 

花
泉
中
出
身
） 

六
月
七
日
（
金
）
、
七
月
下
旬
に
秋
田
県
で
行
わ
れ
る

「
東
北
地
区
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
向
け
、
代

表
選
手
を
決
め
る
校
内
選
考
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
内
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
事
前
に
出
題
さ
れ
て
い
た
課
題
（
利
用
者
の

状
況
）
に
対
し
、
い
か
に
適
切
か
つ
安
全
に
支
援
で
き
る
か

を
競
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
福
祉
教
養
系
列
の
十
倍
優

菜
さ
ん
と
鹿
野
羽
衣
さ
ん
の
ペ
ア
が
本
校
福
祉
系
列
の
代
表

に
決
定
し
ま
し
た
。 


